日中のビジネス連携 by 李  世偉 & 林  偉鳴
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「日中のビジネス連携」
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飯高(司 会)本 日のテーマはみんなで相談し
て決めたのですが、オーソ ドックスに日中ビ
ジネスの現在の課題という切 り口と、将来展
望の提案 という二つのテーマで議論 したいと
思います。
　その前にパネリストをご紹介します。中国
の方が3名 と、今広州に住まわれてお ります
が、 日本人の代表としまして中谷様、3対1
と若干日本が負け気味なんですが、今後の交
流を含めて日中間のディスカッションをして
いけたらと思っております。
　お手元の資料に皆さんの経歴が載っていま
すが、私のほうから簡単に4人の方のご紹介
をさせていただきます。
　最初、李世偉さん。現在、埃慕計算機技術
董事長、総経理をなさっております。李世偉
さんは学者を目指されたと聞いてお ります
が、先生方を前に大変失礼ですが、 どうも学
者をやっていてもこの先あまり見込みはない
ということで若くして一念発起、日本にまい
りました。ほとんど手元資金がないため皿洗
いをしたり苦学され、大阪大学の大学院をご
卒業されました。化学メーカーに5年聞勤め
ました。縁あって知 り合った情報系の会社の
社長にこれか らは中国に進出していくべきだ
と李世偉さんが提案、社長も大いにやろうじ
ゃないかというので、中国での会社設立から
すべて任されてやってこられました。創業10
年ほどたった今、社員は150名と伺っており
ますが、李世偉さんは昨年春から上海市の区
の人民代表も務めておられます。
　そのお隣は同 じ李 さん、李茎 さんです。
李茎 さんは新 日鐵との合弁第1号 として知ら
れる上海の有名な宝山区の対外経済委員会、
実は私、中国の組織のことはよく知 りません
が、お聞きしたところ最近、政治機構として
はさらに上部である発展改革委員会で企画、
予算権を握るという重要な部署に就かれてお
ります。以前、福岡の政府経済振興会にも勤
務され、日中ビジネスの研修プロジェクトや
福岡市投資推進会議と言ったところでも活躍
されました。帰国されてからは福岡市の婦人
団体と上海市の婦人連合会との交流の場をつ
くるなど活躍 されたと聞いております。本日
は紅一点です。よろしくお願いいたします。
　お隣の林さんは来日前の時、既にパッケー
ジデザインコンクールで最年少ながらグラン
プリを受賞さ礼 来日後、デザイナーだけで
はなく雑誌の編集をやられたり、現在は特に
インターネットビジネスに力を入れていると
伺っております。異業種を経験されているお
立場から、今日はいろいろな意見も出てくる
のではないかと期待しております。中国名と
日本名の二つの名前をお持ちです。
　最後に日本を代表してお一方、中谷さんで
すが、お手元の資料にありますように、デロ
イト・トゥシュ ・トーマッ広州事務所に勤め
ておられます。中国に進出してきた日系企業
の支 援 に長 年 携 わ り、特 に北 京 商 工
会JETRO上海等を通 じても支援されてこら
れました。投資問題を扱った書物も出してお
られますから、中国の投資にご関心のある方
は、後ほど懇親会の席ででも聞かれるとよろ
しいかと思います。
　私、司会を務めさせていただいております
飯高です。初めての司会で慣れておりません。
先ほどからお分か りのように、ちょっと口元
がたどたどしく、何分行き届かない点がある
かと思いますが、よろしくお願いいたします。
　私は富士通を今年の6月で退任いたしまし
たが、最後の10年間を中国のビジネスとか
かわりまして、その関係で退任後、伸間と一
緒に現地で会社を創業 し、ささやかではあ り
ますが 日中ビジネスに力 をそそいでお りま
す。会長の池島先生とは復旦大学でお目にか
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かったときからのお付 き合いでして、この7
月の総会では学会の副会長を拝命いたしまし
た。ちょっと畑違いではあ りますが、手探り
しながらやらせていただいている次第でござ
います。よろしくお願いいたします。(拍手)
　それでは討論に入る前に、今簡単に私から
も紹介 しましたパネリス トの4人の方からご
自身の経歴も含めまして、これから討論する
日中ビジネスに関して皆さんの経験なり意見
をお話 しいただきたいと思います。話 したい
ことがいっぱいあると思いますが、目安とし
て10分程度でお願いし、その後討論へ と進ま
せていただきます。それでは、まず李世偉さ
んからお願いします。
李世偉　私はもともと口下手なのですが、逆
にお酒を飲んだら話が止まらないほうです。
今 日はまだアルコールがないので、ちょっと
簡単にご紹介させていただきます。
　私は1984年、中国の大学を卒業しました
が当時、仕事先は国から分配され、自分の意
思では全 く選ぶ自由がなかった時代で した。
たまたま私は上海出身なので、無錫に就職が
決まりましたが、無錫へ行っても、上海の人
としてこのまま一生が終わるのではないかな
と思っていたところ、幸いにも1988年、バ
ブル期で絶好調の時代の日本へ行 くチャンス
に恵まれました。当時、ペーパー保証人とか
買ったら、それですぐ誰でも金を出せば日本
に行けるということで、私は全 く目的もなく、
最初は日本語学校に入り日本語を勉強しまし
た。当初は日本語 もよく分からないし、金も
なくいろいろ苦労 もしましたが、何とか大阪
大学の大学院に進学することができました。
　 さっき司会者のご紹介にもありましたが、
大学院を出た後、あるメーカーでまる5年間
生産技術のエンジニアとして仕事をしたので
すが、日本人の社員の中ではなかなか難 しい
会社の雰囲気もありましたし、外国人の社員
としての限界を感じたところから、私は日中
の懸け橋みたいな仕事をしたいと思うように
なりました。たまたま知り合った会社のオー
ナーが中国へ進出したいという希望を持って
いることを知 り、いろいろ話 し合った結果
1998年、会社設立のため上海へ戻ったんです
が、その会社では営業もやらないといけない
ことになりました。
　私は中国人として自分自身コンプレックス
があったのかもしれませんが、日系を相手に
したビジネスでのいろいろ壁、例えば大手会
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社の総経理レベルの人の横柄さ、中国人に対
して下請けという部分でいろいろ困難なこと
も体験をする中でなんとか壁を乗 り越え、当
初4人 からスター トした会社 も現在百何十人
の会社になりました。 自分 自身は25歳で 日
本へ行き、35歳で中国へ帰ったわけで、いわ
ば青春の半分は日本で過ごしたと言ってもい
いでしょう。ですから日中ビジネスは私の生
涯の仕事ではないかと思っています。ぜひ、
日本のいいところと中国のいいところを融合
させ、頑張っていこうと思っています。
飯高　それでは次に李茎さん。
李茎　皆 さん、こんにちは。ご紹介いただい
た李蓋 と申します。中国に帰国してからあま
り口本語を使うチャンスが少ないので、ほと
んど忘れてしまったような感じですが、下手
な日本語ということで皆さん、ご了承くださ
いo
　私は1999年に国費留学生として、福岡に
行きました。1年間という短い期間でしたが
国費留学生ですから、学費や生活費は心配な
しでした。勉強しながら、いろいろな国から
やってきた国費留学生たちと、日本の静かで
美しい庭園の中でお茶を飲みなが らよく楽し
みました。日本に行く前は、日本語はもとよ
り日本のことは何も知らない私でしたが、日
本に滞在 した1年間、日本が少し分かるよう
になってきて、いろいろと楽しい、うれしい、
懐かしい思い出をつ くることができました。
こんな思い出を持って国に帰ったのですが、
また日本 に行 きたいという気持ちが強くな
り、勤めていました大学の仕事を辞めて今度
は自費で日本に行 き、大学院で5年間勉強し
ました。
　その5年間でもいろいろな思い出を残しま
したが、国に帰ってからは上海市対外貿易委
員会というところで仕事をすることになりま
した。外国投資に関係のある仕事ですから、
いつかまた日本のビジネス、中日関係の仕事
に何か力 を尽 くす こともで きるという思い
で、楽しく仕事をしています。
　上海市対外貿易委員会の中には欧米省と、
日本韓国省の二つの部がありまして、私は欧
米省に所属することになりました。なぜ私が
欧米省に選ばれたのかよく分からなかったん
ですが、上司に聞くと今の上海の状況ではま
だ欧米からの投資が多く、欧米省の仕事のほ
うが大事で、チャンスが多いということでし
た。しかし欧米省で仕事 をしながら、隣の日
本韓国省の事務所をよくのぞいたものです。
「三国志」に書いてあるような気持ち、「身在
曹営心在漢(心 ここにあらず)刈 ということ
で、やはり日本に関係する仕事、日中ビジネ
スに関係の仕事に就きたいという思いがあり
ました。 しかし、上海における日本からの実
際投資額は2007年で8億 ドルぐらいしかあ
りません。ということは、まだそんなに多く
はないということです。
　対外貿易委員会の仕事 をしているとき、私
がよく思うことがありました。私たちは公務
aと しての規定で年に1回 しか外国出張の機
会がありません。私は2年半 ぐらい宝山区で
仕事をしている中で、ヨーロッパに1回、ア
メリカに1回行きましたが、日本へ行 くチャ
ンスは望んでいるもののなかなかありません
で した。これは口本の投資プロジェクトに、
何も問題がなかったということもあ ります。
海外出張について私はよく隣の同期や同僚た
ちにどこに行きたいかと聞いたことがありま
すが、やはりヨーロッパやアメリカに行きた
いと答える人が多いのです。
　二つ理由がありまして、まず中国と日本は
距離が近いですから、いつでも行けるという
ことと、もう一つは、日本に行くというのは
あまり外国へ出張するような気がしないと。
というのも、中国と日本は隣国ですから、 日
本はあまり中国とは変わらないような感じを
持っていましたから、どうしても欧米を選択
するようで した。
　さっき大月先生のお上手な演説を聞いてい
て、私の頭の中にいろいろなイメージが浮か
んできました。今圓ここに来るときに、外国
投資に関する中国の政策の変化や、日系企業
あるいはほかの外国企業にどうやって対応 し
たらいいのか、いろいろな課題について準備
をしてきたのですが、しかし、大月先生の中
国料理はおいしいとか中国が大好きというの
を聞き、先生のように日本語と中国語を自由
に言い替えできるというのも、今の国際化の
一つの象徴ではないか と私 は思ったもので
す。私も日本のおいしい料理とか、目本の美
しいところとかいろいろなことを思い出して
しまいました。
　中国語で"連想"と いって、つまりどこか
に思いが飛んでいくということはありますよ
ね。だから私は一つ好きな言葉を思い出しま
した。「人類失去連想、世界将会恋様」。人間
は想像力を失うと世界はどうなるのでしょう
というこの言葉が私はすごく好きです。これ
も今の中国の若い人たちに、あるいは今の中
国の産業政策の動向につながるのではないか
と私は思います。これから中国で、上海でサ
ービス業、特に文化産業などがこれから重要
な課題になると思いますので、これについて
の想像力、創造力がすごく大事だと思います。
想像の上にお互いの理解をもっと広げること
が大事だと思います。ですからこの機会を利
用 して、皆さんと中日ビジネスの問題にしろ
中国の問題についても深く、広く理解 し合い、
交流したいと思います。シェイシェイ。
飯高　続きまして林さん、お願いします。
林 こんにちは。林 と申します。まず、自己
紹介する前に会場の方に一つ質問してもよろ
しいですか。 日本語だけしか話せない方、ち
ょっと手を挙げていただけませんか。分か り
ました。ありがとうございます。日本の方が
何名かいらっしゃるのを確認したまでで、他
に何も意味はないのですが。それでは次に自
己紹介をさせていただきます。
　さっき飯高先生からのご紹介にもありまし
たが、私は名前を二つ持っています。中国語
名の林と、日本語名を持っていまして。実は、
日本語名というのは妻が日本人で、義理の母
親が日本語を付けないと妻をくれないという
ので付けたものです。私は1988年から日本
にいまして、妻と日本で結婚ケるのですから、
日本語名を持っても当たり前のことと思いま
した。あまり違和感がありませんでした。中
国でビジネスを始めましたら、なんと、中国
の社員が平気で英語の名前を付けるんです。
それは英語教育の結果で後に分かった。私の
長男は中国で幼稚園へ行ったときに、先生か
ら、今日から英語を教えます、教える前にみ
んな英語名を付けますと言われ、子どもは、
「僕、英語名をもらった」って、楽 しく帰っ
てきました。中国人が英語名をつけられて抵
抗はしないですね。 しかし、日系会社に日本
語名をつけられる中国社員は殆どいないで
す。
　実は私も子 どものときから、すごくアメリ
カにあこがれていました。小学、中学、高校
と上海で豫園の近 くに住んでいまして、そこ
で学校へ通いました。6歳ごろから絵を描 き
始めて、パッケージデザインとか、趣味で写
真もやってまして、新聞などにもいろいろと
自分の写真が掲載されたりして、やはり海外
に行ってもっと自分の能力を高めないといけ
ないなと思ったときに、じゃあアメリカに行
きましょうと。しか し間違って飛行機から降
りたのが大阪だったのです。
　といいますのは縁がありまして、大阪芸術
大学で4年 間勉強することになったのです。
日本での大学のときはバブルがはじけたころ
で、大阪花博などを見て回りました。大卒後、
上海市のインフォーメーション機関との接触
機会があって、日本でビジネスをすることに
決めました。上海のタウン情報誌を日本語で
発売することになったことから、その編集な
どもやりましたし、そのほかにも、中国観光
局のホームページのア ドバイザーなど、いろ
いろなことをしました。
　私、個人としては趣味で始めたパソコンが
好きでしたから、何 と力情 報を扱い、日本に
いて日本入に中国の文化を伝えていく、日中
間の理解をさらに高めていくことを研究して
やってきましたけれども、まだまだ一人の力
では足らないことがあります。
　1988年に日本に行って、今年2008年です
から20年たったということです。その間、
1996年から雑誌の編集を始めて、2002年に
は、今の楽天 トラベルの前身マイトリップの
上海事務所を設立しました。その上海の現地
法人旅之窓の仕事を始めて、今は中国の大陸、
香港、台湾、マカオのホテルの営業をして、
楽天 トラベルの日本語ホームページと旅之窓
の中国語ホームページのネットでホテル宿泊
予約できるシステムを展開するなど、今サー
ビスを提供しているところです。
　さっき大月先生からも食事の話がありまし
て、中華料理がおいしいとかと。中国の方は
昔からのあいさつは、ご飯食べましたかとい
うのでした。日本と中国の文化が違う。中国
の方がビジネスをするときは、食事でビジネ
スが決まることがほとんどです。日本の方に、
じゃあ今 日食事 しましょうと言うと、食卓で
はあまりお仕事の話をしません。中国の方は、
食事しながら、ビジネスがその食卓で決まり
ます。日本の方は、ビジネスはビジネス、食
事は食事 とはっきりしているところが糸講 あ
ります。
　中国にもどんどん世界のグローバル企業が
入ってきた中で、単なる加工の工場だけでは
なくて、かなり日中間でも大月先生みたいに
仕事をすごくご存 じの方の中にも、変わって
きています。さらに、いまだにこれは中国の
常識 というもの、既に常識ではないところ、
変化しているところも多いです。一番変化が
多いのは、最近ニュースになっている世界金
融危機にしても、じゃあ、資本主義が本当に
いいだろうか。もしかして社会主義のほうが
いいだろうかと。私たちが1988年に日本に
いたときは、口本は本当に社会主義かと思っ
たものです。そのときの私の会社は日立造船
の子会社だったんですが、日立造船の会社を
見ても、中国の国有企業よりもすごい、本当
にいい会社だと思っていました。
　イギリスではマルクスの 「資本論」の本が
最近、かなり売れているということです。私
たちは日本へ行くまでの20年は、中国の学
校で共産主義、社会主義なんかを教わって成
長したのです。こういう今まで覚えた、勉強
したものを頭で理解して。 日中間のビジネス
は日中友好だけではなく、政治に影響される
ことなしでビジネスはビジネスとして、ビジ
ネスは人にサービスを提供する、社会のシン
ボルです。生産力を測れるものですから。私
たちがビジネスを正しいや り方で続ければ、
政治も変わ ります。政治の影響でも、日中友
好の関係ではあまり言わなくても、中国を好
きな人はいいけれど、中国を好きでない人に
も、どうぞ中国でビジネスのチャンスがいっ
ぱいありますと。そうすれば、人も集まり、
もっと平和になるでしょう、もっとみんなが
幸せになるでしょうと思います。
飯高　ではもう一方、中谷さん、よろしくお
願いします。
中谷 デロイ ト・トゥシュ ・トーマッ広州事
務所の中谷と申します。よろしくお願いいた
します。私は、中国駐在は11年くらいにな
ります。
　1984年に東京で監査法人に入所 し、その
後1989年に福岡の監査法入 トーマツに転籍
しました。
　そこで監査及び上場支援のコンサルティン
グをやっていましたが、1994年に、 トーマ
ツで海外赴任募集がありまして、私はアジア
希望ということで応募しました。中国という
頭は全 くあ りませんで、ベ トナムぐらいがい
いかなぐらいに思っていたのですが、たまた
ま中国の北京に行けということになり、1995
年の2月にデロイト・トゥシュ ・トーマツ北
京事務所に赴任いたしました。
　そのころ中国では、企業会計規則、外資系
企業への企業所得税法等が公布され.ま たそ
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のころから、外資系企業に会計監査が実施さ
れるようになりました。また、増値税、営業
税の導入もあ りました。増値税の導入では、
一般に各国では輸出する場合、日本の消費税
もそうですが、増値税(VAT)は 還付され
ることになっていますが、中国は還付 しない
と、特に外資系企業には還付しないというよ
うな通知が出されました。それで日系企業を
中心に大騒ぎになり、私も北京商工会とかい
ろいろなところに顔を出しておりましたの
で、増値税の輸出にかかわる還付の問題等に
ついて、北京の商工会として国家税務総局等
との交渉とかいろいろやらせていただきまし
た。
　2000年9月に北京から福岡の トー マ ツに
戻 りまして、 トーマツ ベンチャーサポートで
起業まもないが、上場等を目指す会社のお手
伝いをさせていただきました。2002年の秋
JETRO上海が進出企業支援センターを立ち
上げるためア ドバイザーを募集しておりまし
たので、私ももう一度中国業務に携わりたか
ったこともあり、2003年1月にJETRO上
海に出向し、3月より初代進出企業支援セン
ター長をやらせていただきました。ご存じの
ように華東地域は2000年以降、WTO加 盟
後の規制緩和等に伴い日系企業の進出ラッシ
ュで、その中、中小企業はどうしても人材不
足から総務、財務等の管理部門の人材を派遣
することが出来ないため経営管理が弱い。そ
うすると商売以前の問題で失敗 してしまう可
能性が高いということで、そのお手伝いのた
めに進出企業支援センターをJETROがつく
ることになりました。
　私は2003年1月に赴任 したのですがその
年の3月、ちょうどSARS流行の前に、この
花園ホテルで開業式 というか、セレモニーを
や らさせていただきました。当時、JETRO
上海の進出企業支援センターは、総領事を中
心に上海総領事館には非常に助けていただき
ました。一般的な相談、 トラブルは私を中心
にして支援センターで解決できるのですが、
対政府当局への談判、例えば土地を没収され
たとか、公安力暫可も動いてくれないとか、そ
ういう問題については総領事館が総領事の名
で当局にレターを書いていただいて解決する
というようなこともやっておりまして、かな
りJETROは上海の総領事館 と緊密な関係で
業務をやらせていただきました。
　その後、2005年夏に今のデロイ ト・トゥ
シュ ・トーマツ広州事務所に転任し日系企業
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の監査、税務コンサルティング等のコーディ
ネーターをやらせていただいています。今日
はよろしくお願いいたします。
飯高　こういう4名の、非常に多士済々な感
じがします。関係された日本の地名でいくと
大阪が2名、福岡が2名 と、ちょっと西に偏
ったかなと。関東の話題が出ないことはない
とは思いますが、期待いたします。ありがと
うございました。
　それでは討論の1の 日中ビジネスの課題 と
言いましても範囲が広いですから、中国人の
経営者と日本人経営者の考え方、マネジメン
トの違い、そこから発生するいろいろな問題
に絞りまして、人材の評価を中心に議論を進
めさせていただきたいと思います。特に、人
材の採用ですとか業績評価などについては、
やはり日中間での認識の違い、それが引き起
こす問題があり、それに対してどう対応して
いけばいいかという辺り、あるいはそういっ
たことをちゃんとやっていけるマネジャーに
求められる素養を探るような討論を期待いた
します。
　日系の現地法人の設立から従事 してこられ
た李世偉さんと林さんのお二人に、まず李世
偉さんからお願いします。
李世偉　人材の評価、なかなか難しいですね。
全体は言えるけど、国民性の部分があるかも
しれないですね。その国民性ですが、中国は
そこそこでいいと。ところが日本は逆に完ぺ
き主義、そういう部分もあって。あとは、日
本はプロセス重視、中国は逆にアウトプット
重視。だから、日系なんかでなかなか人が残
れないのは、イコール日本の人事'評価をして
いるのではないかなと思います。ある程度 日
本のスタイルに合っていると、特別な能力を
持っていない人でも意外 と出世はできると。
われわれの世界にはよくあるパター ンです
が、技術スキルの高い人は、あまり日本語を
勉強する気はない。逆に日本語得意の人は技
術スキルが非常に低いと言ったら悪いけど、
ある程度低い。そこのバランスカ灘 しいので
す。
　でも、日系の会社へ行ったら、どうしても
やはりトップは日本人が多いですから、日本
語が分かる人は出世とかあるいはいい条件へ
行 くと。そういうことが得意のところ、ちょ
っと近道かもしれないです。 しかしそれだっ
たから、人事評価のシステムの公正性はなく
なるのではないかなと思 うんです。確かに日
系の会社の中で日本語は大事だけれども、本
当はもっと人物を、あるいはいろいろのもの
を見るべきではないかなと思います。簡単で
すが、そういうところです。
飯高　では、引き続いて林さん、お願いいた
します。
林 さっき李世偉 さんがお話 ししたことも、
私は李世偉 さんと同じ中国人だけれども、知
り合ったのは日本なのです。二人いるときに
もよく入材のことを話 し合うことがありまし
た。私が日本にいるときには、雑誌の取材を
していたとき、いろいろな調査に行きまして。
日本と中国は何が違うというのは、多 く会社
に聞きました。ある会社は、中国の事務所所
長に任命する人事に、この方は北京で2週間
中国語の研修を受けましたから所長に任命し
ます。中国に留学経験あるから、この会社の
アジアおよび中国に関するすべての経営会議
に社長から、会長から呼ばれて参加 して、こ
の方の意見が会社のお仕事、施策に採用され
る。そ うい うことは大体1990年ぐらい、
1994年以降は結構多いという状況だと思いま
す。中国人事には縁組みのが多い、国際人材
の起用がす くないです
　中国に来て、付き合いに追われる方も多い
が、夜はよく飲み屋に通う現地日本の方、接
待など多い方 も、本当にお仕事の管理ができ
ているかどうかを、本当に心配をしてます。
最近はそういう情況ががどんどん少なくなっ
てきています。
　一方、中国の人材現状は?　ある大手外資
系会社の上海の事務所の総経理から聞いた話
では大変ですよと言う。なぜですかと聞いた
ら、見渡すと左手が清華大学卒業、右手が復
旦大学卒業なんですが、でも、電話を受けら
れないです。
　例えば、電話がかかってきました。飯高先
生いますかと。その飯高先生は、今は席にい
ない。どこに行きましたかと言うと、社外へ
行きましたと言いますよね。でも、この方が
受けたら、いないですよ、ガチャンで終わり
ました。飯高先生が帰ってきても、電話があ
りましたよということもないです。そういう
大学を卒業した人は、電話の受け方からまず
教えていく。
　というのは、ビジネスに合 う人材教育は、
中国の大学では行っていません。みんなは試
験の点数だけを必死に稼いでいく。特に、多
分、李世偉 さんのところも同じだと思います
けれども、私のところも社員が1978年ぐら
いと1980年代の、IT関係やっていますから
若い人が多いのですが、中国人は女性が男性
よりもしっかりしている方が多い。採用され
る比率女1窪が多 くて、男性が少ないという比
率が最近各社とも同じ状況です。
　だからその中にも、管理面から言うと日本
人の管理者と中国人の管理者が多 く違うとこ
ろ、そ して日本の日系企業の管理と欧米企業
の管理がかなり差が出てくるのは、日系企業
は何があっても取 りあえず上司でも、本部へ
報告しないといけない。その報告というのは
本部に物事を決めてもらうのではなくて、一一
からなぜという説明をしないといけない。そ
して、説明して終わったら、カレンダーを見
たら半年 も過ぎましても結論が出ません。そ
ういうことがかなり今、まだ多く行っている
管理の仕方です。
　 それは悪いという意味ではありませんが、
物事の決め方を基本的にまだ日本を中心にし
ている、日本が中心の立場で中国のことを考
えているかどうかとのことです。中国でビジ
ネスをやるならば、物事を決めるときに視点
を変えて、中国を中心にしたことを考えない
と、かなり中国の経営議会が提案しているプ
ランなどの理解が難しくなります。
　 もう一つが、経理。お金の管理。お金の管
理 も、現地に来ている方はどういうふうに管
理しているか。給料だけを管理している方が
結構多いという話も聞きます。しかし費用対
コス トの管理はほとんどやられていない。そ
れは誰がやっているかというと本部がやって
いる。本社がやっている。そういう話はよく
聞いていますが、現場の人は、もし中国でビ
ジネスをやるなら、コストの管理及び費用対
効果の管理もやったほうがいいと思っていま
す。取 りあえずこういう話で。
飯高　ちょっと今のお話の中で一つ聞き漏ら
したところがあったんですが。中国、現地の
会社が本社に何か提案するのだけれども、レ
スポンスがないとか。その辺、何が原因なの
かということ。悪口は全然構わないと思いま
す。別に日本を褒める必要はありません。そ
ういう意味では、大事なポイントかと思いま
す。よく言われることですが、日本の企業の
体質だと言えばそうなのだけど、中国の人か
ら見て、日本の本社というのはどう見えてい
るのかなという気がしまして。
林 別に悪口言う必要は全 くありませんで、
事実はそうなのですということを言っている
ので。　 一部の口系本社の話は、「ただし」が
付いているのです。ただし、現場の気持ちを
持って考えているわけではないです。本社の
気持ちを持って物を考えている。この物事を
決める一ヒ司は、大体 日本にお られるほかのと
ころの情報を集めて、吸収して、その他の第
三者からの情報で自分の会社の現地法人に指
示を出す判断材料にしている。それは一番良
くないところです。もっと自分の会社、現場
に出していることを、本当に情報を集めてい
るのかどうかを確かめて、確認を取ってから
指示したら、そうしたら自社が中国現場で勝
つためのいろいろ方法ができると思います。
飯高　あと、今の問い掛けに対して、 日本の
企業は何でそうなのかというふうな。何かコ
メントがありましたら。
林 やはり基本的ことは、サラリーマンだと
いうことです。誰も責任は持てないから、そ
こが一番問題ではないかなと思います。
飯高　それに対して、中国はもっと物事に責
任を持ってやっていると。
林 その会社におれば、自分がサラリーマン
だとしても会社を良くするためにやる。サラ
リーマンやったらもう全部終わってしまうわ
けですから。
飯高 　引き続き同じ問題提起を李杢 さんの
ほうに。日系企業の受け入れというふうな業
務に長 く携わってこられたと思いますが、そ
ういう立場から言って、日本の企業に何かご
意見を頂けないでしょうか。
李茎 　私が さっきからよく考えていたのは、
この件は結局中国人経営者と日本ル経営者の
考え方の違いだと思います。ですから経営者
の素養 として、どういうことを身に付けたほ
うが理想の経営者になれるのかという話 と、
それともどういう素養や人物像があれば経営
者に採用されるのか、この二つの立場の違い
ですね。私からまず、中国人経営者と日本人
経営者の考え方の違いについて、自分の印象
と少しの研究からちょっと話 したいと思いま
す。
　中国人経営者と日本人経営者の、私のイメ
ージで一番違うところは、個人と組織に関す
る考え方。つまり中国人経営者として、個人
的な指摘のほうが強いのではないかと私は思
います。企業の経営決定するとき、ほかの会
社の重要なことを決めるとき、どちらかとい
うと中国人経営者というのは自分の判断で、
自分の経験で直接、早速に決定する場合のほ
うが多いのではないかと思います。
　しか し、日本の経営者は自分がどの組織に、
自分の会社に属するという意識が強い。です
から決定するときは自分の考え方では足 りな
くて、やはり報告した り相談 した り連絡した
り、つまりホウレンソウという形で、いろい
ろな準備みたいな感 じで、そして最後に決断
するのはよく考えた上で、よく議論した上で
決定する場合のほうが多いように思います。
　ですから違いというのはどうしてもいいと
ころもあれば良くないところもあって、中国
人経営者が自分の意思で早速判断 した場合
は、もちろん良いチャンスを早めにつかんで、
ビジネスによく利益を得ることも多いのです
が、あまりにも研究と検討が足 りないと失敗
する面もあります。これは私の一つの印象で
す。
　あと一つは日本の経営者、特に上海にいる
日本の経営者のコミュニケーションは、特に
当地の政府とのコミュニケーションはまだ足
りないのではないかというイメージがありま
す。この辺について、さっき大月先生も言い
ましたが、よくしゃべる人が、仕事ができる
わけで もないというイメージが私にはあっ
て。つまり、 日本の方は考えることと想像す
る、つまり発想が得意だと思います。しかし
実行力というのが、こういう本当のビジネス
のチャンスがあったときの時間の意識が、早
めにチャンスをつかんだほうがいいかという
ところがちょっと足りないのではないかと思
います。
　私が今までの仕事の経験からすると、やは
り日系企業の経営者が現地の政府、現地のい
ろいろな関連する政府機関、例えば税務局、
工商局、労働局、今は環境保護局も外資関係
の管轄になってきたんですが、こういう外資
関係の機関とよくコミュニケーションをし、
より一層コミュニケーションをとったほうが
いいと思います。このコミュニケーションは
もちろん食事だけではなく、本当は私たち今、
企業との食事があまりしません。例えばいろ
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いうな研究会、商談会の形で、あるいは企業
訪問、政府機関訪問の形で、よくコミュニケ
ーションをとって、外資関係の政策をよく理
解した上で、現地でどういう経営方針を決め
たほうがいいのかを考える。これは多分企業
にとって、長い目で見るとどこかに役に立つ
かと思います
　 コミュニケーションの話からまたよく考え
てみると、どうして日系企業のコミュニケー
ションが足 りないかというと、企業がまだ中
国政府あるいは中国政府機関の機能をよく理
解 していないのではないかと考えることもで
きます。今は政府 として、昔の管理する機能
からサービスへ転換するという機能の転換が
重視されてきていますか ら、外国企業が上海
にもし何か問題があれば、政府から外資関係
機関が本当に精いっぱい何か企業に役に立つ
こと、サービスを提供できること、あるいは
企業のために何か解決できること、そういう
ことはよく考えています。だから企業も政府
とよくコミュニケーションをとって、外資に
関する政策をもっと利用して、政府をもっと
信頼していけば、現地での経営がもっとうま
くいくのではないかと私は思います。
飯高　ありがとうございました。今お話を聞
いていてちょっと思ったのは、皆さんも思っ
たかと思うのですが、中国はずっと二桁成長
を続けてきて今年やっと一桁に減速して、そ
ういう環境の中でビジネスをやってきたと。
もうマイナス成長も経験 している、ある意味
で成長 した日本。そこのマネジメントの違い
というようなものが どのように出ているか
と。だから、お互いの国のそういう状況を理
解 し合って、コミュニケーションというのは
大事なのだろうなと。中谷先生のほうも、中
国展開をいろいろ支援されている立場で、そ
んな声も聞かれて調整されてきたのではない
かと思うのですが。
中谷 私は反論というより、かえって三人の
方がおっしゃったのは本当にそうだなという
ふうに思います。特に中小日系企業の日本か
ら派遣されてきている総経理の方の大部分が
本当の意味での経営者としての権限を持たさ
れていないというふうに思っています。
　以前は、委託加工的な、人件費が安いから
加工して輸出するというようなただ日本親会
社の1工場としての存在でそれでもよかった
のでしょうけど、今後は人件費も上昇してい
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ますし、中国を販売の重要拠点として、口系
企業を伸ばしていかなければならないという
ことであれば、日本企業の1工場ではな く、
中国に戸籍がある中国企業なのですから、自
主性を持った、権限を持たされた経営者がこ
ちらに派遣されるべきだろうというふうに思
います。今までは、本社の言うなりで、物だ
け作ればいいというような状況が多かったと
思いますけれども、今後中国国内販売の拡大、
生残り競争に打ち勝つべ く中国展開していく
ためには、タイムリーに自主的に意思決定の
出来る権限を委譲された、また、その素養の
ある経営者を派遣 してい くべきだと思いま
す。
　 それと、派遣されている経営者の方は大体
が大企業は別にしまして、技術屋さんが多い。
日本の工場の工場長であったり副工場長であ
ったり、あるいは技術者だったりという方が、
総経理になられています。そういう方が中国
に来て会社を設立して、何百人もの従業員を
管理していくというのは大変なことで、よほ
ど経営管理の力も兼ね備えた方でないと、こ
れはできないと思います。製造技術を指導し
たり営業や、資金繰 り、経営管理、ましてや
一番大事な人事管理まで、中国人の方を何百
人も使ってやれというのは、これは本当に難
しいことだろうと思います。
　ですから、一つの方法として有能な中国人
の方を人事管理として育て、なるべ く日本の
文化も分かった方、日本で留学されているよ
うな方を日本の本社のほうで雇われて、その
人を派遣 して人事管理のほうを見てい くと
か、そういうふうなことをやっていくべ きで
す。日本の文化もある程度分かり、もちろん
中国人の文化というか中国社会とうまく融合
して会社をやっていける、総経理の片腕にな
っていただけるような中国人の方が人事等管
理者になると、非常にや りやすいのではない
でしょうか。
　私もいろいろ日本の会社 を見てきました
が、やはり人事管理、いわゆる従業員の方が
非常に生き生きと活気づいて仕事をやられて
いる会社 というのは、大体 もうかっているよ
うに感じました。人事管理 というのは非常に
大事なことですので、ぜひ中国人の方を育て
ていただいて、将来できればその方が総経理
になっていただくというようなところまで持
っていったら、日系企業はもっと伸びるので
はないかなと思います。
飯高　どうもありがとうございました。冒頭
のテーマ、中国の人と日本人で価値観という
か人材観は違うのかなというふうな投げ掛け
をしたのですが、まず一つの答えは、そもそ
も良い人材者が現地に来ないこと。ちゃんと
できる人は当然 日本にもいるのだろうけど、
たまたま中国に派遣されてくる人はそういう
ことができない人。そこに問題があるのでは
ないかというふうなことだと思います。
中谷　日本から権限を委譲されていないとい
うのも、一つありますね。
飯高 権限がね、それはよく言われます。今
日は中国の人が多いけど、日系の企業の方が
集まった会議をやると、大体本社に報告する
のに自分の仕事の9割を使っていると。さっ
きもどなたかか らありましたが、一生懸命報
告ばかりしていると、決して決断はしない。
　先ほど、国民性というふうな違いも、冒頭
にもちょっとキーワー ドで出させてもらった
んですが、もう一度その辺、どうですか。フ
ロアの方からも意見を頂いていいと思うんで
すが。私なんかは先ほどの大月さんと似たと
ころがあって、同じ東洋人なのだから日本人
と中国人は考え方が一緒ではないかと思って
いますけれども、やはりそうはいっても違う
のだなと。違うから何か問題が起 きて、ある
いは課題があるのかなと。ここら辺について
自由に、もうちょっとご意見があれば。
林 私が話 します。今の飯高先生の話ですけ
れども、よく日本の方が中国に来られて、上
海は大阪で、北京が東京だよねと言われます。
そのとき中国の方が聞いたら、いいえ、違い
ますよと言う。中国の方の答えは、いいえ、
上海はニューヨークで、北京はワシントンだ
と。おお、なるほど、スケールが違うねと日
本人が言うけれども、それは文化の考え方が
違うという表れでもあるのです。
　今日も例えばこの会場に入ったら、日本人
は必ず携帯はマナーモー ドにします。でも、
香港の地下鉄に乗ったら、みんな携吊使って
わあわあしゃべるんですよ。飛行機に乗って
も、必ず電話切ってくださいと言われるのに、
中国の航空会社でも、飛行機が着陸してから
滑走する間、何度もあったんですけれども、
この間の何秒間の時間にみんな電話が入って
くるんです。みんなスイッチを入れて。降り
た後に電話しても1分間もかからないのです
が。その辺の感覚が違う。
　同じアジア入ですが、その辺、大きく言え
ば中国の文化大革命終わった後に、教育のや
り方が違います。例えば私長女が3歳のとき
に上海に来たとき、僕のお母さん、お父さん
に、ありがとうというお礼 していたんです。
ああ、やはり日本人は礼儀正しい、いや、私
の子どもですよ。 しか しそれは教育というよ
りも、習慣がそうなっていたんです。
　 もう一つ理由は、例えば日本人と中国人、
同時に風邪をひきましたと。日本人がとった
行動は、まずマスクをします。次は早 く薬を
飲む。そして、薬屋さんも偉いのですが、風
邪ひく前に飲む薬と風邪ひいた薬を分けてま
すよね。でも中国の方は、風邪ひいたら何を
行動 しますかというとマスクはしない。それ
が普通なんです。そして薬飲むよりも、必ず
親から暖かくして服いっぱい着てと言われ
る。寒かったから風邪をひいたのだという。
そういう考え方は根本的に違うところで、だ
から文化が違うというのが一一番多い。
　 もう一つは、今話した中にもビジネスを中
国でするのだったら、 日本のビジネススタイ
ルを持ってくるよりも、グローバル的な、世
界的なビジネススタイルを持ってきたほうが
いいだろう。というのは、例えばさっきの中
国の方は、日系企業よりも欧米企業のほうに
行きたいというのが一時すごくありまして、
それは人事制度も給料制度もいろいろ違うこ
とがありました。また、できるだけ発展 して
中国のスタイルを取 り入れないと、人事組織
もかなり難しい。
　営業などにもかなり私は上海でいろいろ実
験しているところがあ りまして、よく林社長
がやっているのは、日本からのモデルについ
てなので、中国の社員には、林社長は日本人
だろうと。 日本の方が私と話 したら、林さん
は中国人だよなと。でも、実は中国の社員が
知らないところは、日本ですごく成長 した会
社が取 り入れたのは、全部昔はアメリカのも
のなんです。アメリカの大学に教えてもらっ
て今、日本はそれを学んで企業の成長に生か
している。
　 でも、アメリカの企業は中国に来て同じこ
とを、例えばIBMの会社は電話1日何本し
ました、その電話で何分聞でお客さんをどの
ぐらい取 りまして、目標達成したかというこ
とを測っているのも素直に受け入れているの
に対し、日本の会社が同じことをやったら、
これは日本流だと。でも、それは文化と教育
の中にはいろいろな日本に対しての違う差が
ありまして。それが悪いというのではなく、
それは根本的なスタイルの違いなんです。こ
れを埋めるのはコミュニケーションなんで
す。もっと日本のものがどこまでいけるかを、
教えないといけないなと思っています。
　さっき、政府の人とのや りとりの話。私が
自分で経験したことなんですが、中国でイン
ターネットの会社をつ くるとします。WTO
加盟の前の外資はオッケーですが、WTO加
盟した後には外資系は駄 目だと。それで新規
がほとんどできない。
　私は国籍はまだ中国人ですが、中国国籍で
会社をつ くりたいと思ったら、会社を設立を
するときに経営範囲の中にライセンスのある
インターネットのビジネスをやりますという
申請を工商局にしたら、そのライセンスがな
いとこの会社の設立はできないと。じゃあラ
イセンスを取るために通信局に行き、ライセ
ンスくださいと資料を全部出したら、おたく
は会社をまだ設立していないのでライセンス
は発行できない。そこでもう一度工商局に行
って先に会社設立をお願いしますと。じゃあ、
どんな仕事しますか、サービスしますか。イ
ンターネットの会社、ホームページ制作、ネ
ット付加価値というサービスします。すると
ICPはないんですか。そ礼 先に取ってくだ
さいと言う。
　その辺、政府 とのコミュニケーションはど
うやって取るか取らないか。私も日本の会社
のすごい偉い社長から、林さんが今ICP取っ
たのはワイロしたでしょう。いくらしたので
すかと。大体日本人の方は、できないことが
できたら、普段では、できるわけないのだか
らお金渡したでしょうと、そうしたらこれ、
グレーでしょうと言う。でも、グレーという
のは日本人のさっき言った文化の考え方で、
中国に来たら、グレーというのはないんです。
黒か白か。違反したら、摘発されたら、ああ、
グレーでしたという考え方なんです。
　だから結果的にどうやって私ができたかと
言いますと、通信局に行って、私はこういう
会社を設立 しますから、今から申請します。
だから会社の設立ができたら申請を受け取っ
てくれませんかと、その同意書を書かせたか
らなんです。日本では考えられないことです
ね。こういう正式の同意書に通信局の印鑑を
押してもらって。それも、かなり政府の事i青
をよく知っている方から教えてもらえる。こ
ういうことができますよと。この証明をもら
ってから工商局に行って、会社をつくりまし
たらここに必ず申請をします。そうした会社
づ くりをやる。普段は会社登記は10年間あ
りますね。仮に、まず1年 間設立の同意をも
らって、そのICPのライセンスを取ってから、
できてからもう一度本当の10年間の登記を
しましょう。そういうようなことをしました。
それでも法律の許可の範囲でできた。もしそ
れを日本の会社の方に説明するのは大変難し
いです。そういうことです。
飯高　どうもありがとうございました。中国
の実態の一面ですね、それを知らないでやっ
て来た日本人が戸惑ったり、大変なのは当た
り前でしょうと。司会者なものですので、結
論というものは出せないのですが。それから
何か結論的なまとめ、これもちょっとできま
せんので、ご了承 ください。皆さん、貴重な
ご意見、ありがとうございました。
　まだまだ本当はこのテーマで議論したい
し、問い掛けが足 りないかもしれませんが、
あともう一つやりたいなと。休憩なしでよろ
しいですか。あと、時問が20分を切ってい
ますので進めさせていただきます。
　2番目のテーマとして先ほど申し上げたの
ですが、今のような現状課題、こういったこ
とも踏まえながら、今後の展望について討論
したいと思います。中国というのは特に調和
社会ということで、総書記が言って進めてお
られるのですが、これは単に中国の中の調和
ということだけではなくて、私たちはこれを
特に平等な関係、あるいは相互の利益という
ふうな、そういう意見を日中間、中国へ進出
する日本、逆に日本へ進出する中国の利益、
この両面を捉えるという観点から、日中間に
調和のある発展を今後求めていくにはどうい
うふうな取 り組みをしていったらいいのかな
と。少しテーマが漠然としているかもしれま
せんが、そういった辺 りについて、将来展望
的な議論を少 ししてみたいと。これは日中の
戦略的パー トナーシップ、その可能性、ある
いはそれを可能にする要件、その辺 りについ
て、発展的な意見を自由にお伺いしたいと思
います。今度は、先に李茎 さんのほうから、
政府はどんな指導をされているのか、中国経
済をどういう指導をされているのか、その辺
りを踏まえてお話しいただきたいなと思いま
す。
李茎　まず、外国投資についてちょっと話を
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します。去年の2007年に、中国商務部の責
任者から一つの発表がありました。これはつ
まり外資を利用することには変わりがない、
そして対外開放 も揺るがないという方針で
す。ですからこれがあって、私たち対外貿易
委員会 という仕事の方向も明らかにしまし
た。近年、やはりいろいろな原因があって、
土地の問題、あと外国企業にとっての税率の
変化、あと労働法の発表、いろいろな原因が
あって外資にとっては環境が少し厳しくなっ
ているのではないかという声も聞こえてきま
した。
　そして中国は今、製造業、最近は外資投資
の製造業で労働コス トも上がっています し、
環境破壊の問題も少しあります。ですからも
う外資は要らないのではないかという心配が
ありましたが、さっき言った外資を利用する
のを動揺 しないという中央政府からの方針が
あって、外国資本がこれからどうやって中国
でうまくやっていくのか、それと中国での現
地化をどうやってより一層、深めていくのか、
こういうことを見ると、やはりまず中国の外
国資本に関する政策の変化をよく理解 した上
で、それに合わせて中国の事業を考えたほう
がいいのではないかと思います。
　 これは外国資本に関する政策といったら、
これからどういう外資が中国で有効 というの
か、歓迎されるのかといったら、やはり昔の
労働力集約型ではなく、これから高付加価値
の産業分野、例えばサービス業、生産関連サ
ービス業、特に上海の場合は生産関連サービ
ス業が今サービス業の中心になっているのが
現状です。それと環境保護、省エネルギー、
ハイテク、また例えば日本の漫画やアニメ市
場のような文化環境と、大きい欧米企業の中
国で設立した地区本部、今、上海の場合は外
国企業の地区本部にいろいろな将来計画があ
ります。
　こういうように、安い労働力だけで考えて
いる付加価値の低い産業分野は、もう中国に
進出する意味がなくなっていると思います。
中国では、自分の産業分野としては、自分の
ブランドを育てることがこれからの重要な課
題の一つになります。それに合わせて、日本
の企業が先進的な企業というのを設け、これ
をもっと開放的に、中国に技術 ともっと優秀
な人材を持ってくるのが一つの考え方だと思
います。
　あとは調和ということでは、やはり中国国
内企業と外国企業との調和が一つの視 点だと
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思いますけれども、これから外国企業に対す
る特に税務関係の優遇政策が今、だいぶ少な
くなってきましたが、またいろいろな人材採
用あるいは研究開発の設立や、サービス産業
は特にアウトソーシング、産業分野について
また別の優遇政策をどんどん出していますの
で、これに合わせて中国進出を考えることが
一つの考え方だと思います。以上です。
飯高　ありが とうございます。こういった中
国側の考え方に対して、口本の政府とか企業
はどんなふうに受け止め、あるいはこれにど
う対応 しなければならないのかを、中谷さん
のほうから。
中谷 私、政府ではないものでちょっと分か
りませんが、私なりの考えを述べさせていた
だきます。日本 も中国で、前も申し上げまし
たように委託加工的な、ただ製造 して輸出す
るというようなのは、もう人件費も上がって
きましたし、それで中国に進出する、あるい
はこれか ら伸ばしていこうという考え方はも
うないだろうと思います。ですから、先ほど
李茎 さんが言われたような環境、省エネ、省
資源、R&D、 サービス、文化産業、農水産
物の輸出入、観光とか、そういう分野に力を
入れていこうというふうに、日本の政府ある
いは企業の皆さんも思われているんだろうと
思います。
　そういう進出に関して、日本は、政府だけ
ではないんですが、企業に非常にアドバイス
してくれる、助けてくれるような政府機関等
が、上海を中心にいっぱいあります。例えば
日中投 資促 進機 構 とか 日中経済 協会 、
JETROもそうですし、日本の県の半分近く
が、恐らく上海には拠点を設けられていると
思います。省エネとか省資源とか環境 とか、
そういう日本の技術をこちらに導入して、経
営を拡大してい くというお手伝いもしていた
だけるようなシステムになっていると思いま
す。
　一方、中国の企業の 日本に進出というと、
2003年か2004年ぐらいだと思いますけど、
これは小泉総理のころ対 日投資を呼び込もう
ということで、積極的に誘致強化を図りまし
た。JETROでは上海にも対日投資の部門を
設け、専門の人材を置いて中国企業を日本に
呼び込もうと、中国企業が日本で設立しよう
と思ったら、取 りあえずの期間JETROの1
室を無料で貸してもらって、あるいはアドバ
イスをしてくれるというようなこともやられ
ていました、何社かは中国からも対日投資さ
れた企業 もあるというふうに聞いています。
それがうまく成功したかどうかというのはち
ょっとわかりませんが、それで日本の雇用を
増やしていこうという施策も取られてお りま
した。
　今後、中国日系企業はやはり製造 というよ
り、中国の消費力を取 り込むための販売力と
いうのがどうしても必要になってきます。販
売とかあるいは流通とか、中国に根ざしてい
ないとなかなかノウハウが身に付けないよう
な業種というか業務になって くると思います
ので、ぜひ中国の方もパートナーとして力を
かりることも必要だと思います。最近までは
ずっと合弁ではなくて独資化が言われてきま
したけど、場合によっては合弁も必要になっ
てくるのでは、あるいはそういう人材 とパー
トナーシップを組んでいくということも大事
になってくるのではないかというふうに思い
ます。
飯高　どうもありがとうございます。時間が
だいぶ迫ってきましたので、あと林さんと李
さんのほうから。実際の現場としては、そう
いう状況に対して今後どういうふうにしてい
くかということでお願いします。まず林さん
のほうから。
林 先ほどの李茎 さんの話では、政府からの
話 ということですと今年に入って上海の成長
はかなり厳 しいものになっています。実はさ
っき李蓋 さんの話したことは私もある政府の
人から聞いていますが、日中間のビジネスに
しても、最近見ても大きな変化があまりない
と。
　鮫子事件、中国の地震などで、今週の 「口
経新聞」の調査によりますと日系大手旅行社
の中国へのパッケージツアーは7月、8月、
どんどん落ちています。9月は回復するだろ
うと思ったら、大体シドニーのオリンピック
が終わった後に倍増となっているけれども、
中国だけでマイナス50%だった。予想 もし
なかったところに来ていると。
　日中間の調和 というのは、やはりお互いに
認識する時問がかかるだろうということで
す。現場の話を聞くと、 日本の企業が中国に
進出するよりも、もっと中国企業をこれから
日本に進出するという機会が、かなり大きい
チャンスで来るのではないかと。
　もう一つは、私たちがやっているビジネス
なんかは旅行分野というので、もっと日本政
府が個人旅行 ビザを中国と同等条件で緩和 し
てくださいと。日本観光の中国人へのビザは
団体旅行であります。今は韓国、台湾、日本
への旅行はどんどんビザを緩和 しています。
今の景気、不景気になって、欧米から来る人
が少なくなるけれども、唯一増えるのは中国
と台湾、あと香港のお客様。だからどんどん
その辺の中国人個人観光ビザを緩和して、日
本の経済でも中国の経済が一緒に上がってい
く。それがいい調和ではないかなと思います。
飯高　ありがとうございます。李世偉さんも
いっぱい言いたいことがあるでしょうけれど
短くお願いします。
李世偉　やはりさっきは国民性とか言いまし
たけれども、 どこの国でも好 きな人がいれば
必ず嫌いな人もいます。だから付き合う友達、
あるいは友人をうまく見付ければ、日中ビジ
ネスはうまくいくのではないかなと思いま
す。
　あと、よく言われているアメリカの技術、
日本のサービス、中国の人材、この三つのキ
ーワードがうまく調和させれば、きっと世界
は良 くなるのではないかなと思います。
　 また、中国と日本は同じ東アジアの人で、
いわゆる感覚はやはり欧米とちょっと違うと
ころがあります。ですから中国と日本がうま
く融合すれば、今世界は変だけども、もっと
東アジアがうまくいくのではないかなと、そ
ういう希望と夢とを持って、仕事を頑張って
いこうと思っています。
飯高　どうもありがとうございました。時間
がまいりまして、私は悟越にもまとめなんか
はできませんので、これで終わりたいと思い
ます。
　いろいろお話が出たように、日中の、中日
のビジネスの連携、あるいはパートナー関係
が大きく変わ りつつあるなというふうな印象
を強く持ちました。確かにこれまで価値観の
違いがあったんですが、あるいはこういう違
いでいろいろな課題もあったんでしょうが、
そういったものを乗 り越えて、お互いに前向
きな協調といいますか調和を図りながら取 り
組んでいけたらいいなと。そういうコミュニ
ケーション、今日は随分コミュニケーション
という言葉が出たんですが、そういうコミュ
ニケーションの一つとして、この学会も何ら
かの役割を果たせたらいいなと。会長、そう
思ったんですが、どうでしょうか。
　今回は1回 目なんですが、今後、会長のお
話では年に少なくとも2回、3回、4回はち
ょっと無理かなと言われたんですが、こうい
う機会をずっと持ちたいと。上海、あるいは
東京にも来ていただいて、そういう場を深め
て交流をぜひしたいと思ってお ります。
　今日はつたない司会で、時間もちょっとオ
ーバーしましたが、フロアの皆さんからのご
質問とかご意見、一切聞けなかったんで、こ
の後会食の場があると思いますので、そちら
のほうで自由に討論を、あるいは質問等をし
てください。ありがとうございました。以上
で終わります。
*1　現職:上海市宝山区発展改革委員会(物価局)副主任
*2　身在曹営心在漢:三 国志の時代、蜀漢の関羽は敵国である魏の曹操のもとに身を寄せた
時期があったが、その期間も関羽は依然として主君である蜀漢の劉備への忠誠心を持っていた
故事(参 照:『中日大辞典』,大修館書店,1987)。
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